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２
月
12
日
㈬
か
ら
14
日
㈮
の
３
日

間
、
幕
張
メ
ッ
セ
（
千
葉
市
）
で
開
催

さ
れ
た
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
ト
レ

ー
ド
シ
ョ
ー
２
０
２
０
に
、
大
洲
え
え

モ
ン
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
認
定
６
事
業
者
が

参
加
し
ま
し
た
。
大
洲
え
え
モ
ン
セ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
さ
ら
な
る
販
路
開
拓
を
目

指
し
た
１
年
間
の
取
り
組
み
の
集
大
成

と
し
て
、「
大
洲
の
え
え
モ
ン
」
を
全

国
の
バ
イ
ヤ
ー
に
売
り
込
み
ま
し
た
。

　

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
ト
レ
ー
ド

シ
ョ
ー
は
、
食
品
流
通
業
界
に
最
新
情

報
を
発
信
す
る
展
示
会
で
、
今
年
は
約

８
万
人
の
バ
イ
ヤ
ー
が
来
場
し
ま
し

た
。
大
洲
市
は
平
成
27
年
度
、
28
年
度

に
大
洲
市
単
独
で
、
平
成
29
年
度
か
ら

は
愛
媛
県
共
同
ブ
ー
ス
内
に
出
展
し
て

い
ま
す
。

進
化
を
続
け
る
「
大
洲
の
え
え
モ
ン
」
を
発
信

おおずニュース

※ 各事業所の◎印は「大洲ええ
モンセレクション」認定商品

有限会社 玉
たま

井
い

民
たみ

友
とも

商店株式会社　梶田商店河辺の未来を考える会

　大正 4年創業の老舗漬物店。
人気の「ちりめん梅高菜混ぜご
飯の素」の新シリーズとして「ひ
じきと筍

たけのこ

の混ぜご飯の素」が
登場。コリコリとしたタケノコ
の食感が多くのバイヤーの心を
つかみました。

　原料の仕入れから製造まです
べてを自社で行う醤

しょう

油
ゆ

蔵
ぐら

。原料・
製法にこだわり抜いた商品ライ
ンナップは、舌の肥えた首都圏
のバイヤーたちをうならせまし
た。

　大洲市河辺町で活動する地域
おこし団体。河辺で養殖された
アマゴと出汁がセットになった

「◎あまごめしの素」は、炊飯器
にお米と出

だ

汁
し

とアマゴを入れる
だけで絶品の炊き込みご飯が食
べられる商品。簡単に調理でき
ることから、お土産用だけでな
く、キャンプの際の食事として
もバイヤーの注目を浴びました。 　愛媛県産の

タケノコを地
元産の麦みそで漬け込んだ
「◎筍のみそ漬け」は、優
しい味わいから、土産物と
しての要望も多くありまし
た。令和元年度は、お土産
としても使い
やすい商品パ
ッケージの制
作に取り組み
ました。

　「◎ あ ま ご
めしの素」の
商品パッケージを、より売
り場に置きやすく、お土産
としても手に取りやすい、
洗練された
デザインに
ブラッシュ
アップしま
した。

　愛媛県産の
裸麦・大豆を
使用し、長年、多くの人に
愛されてきた「◎たつみ麦
みそ（甘口・中辛）」をさら
に使いやすくするため、令
和元年度はパッケージ・内
容量などの改良に取り組み
ました。また、商品パンフ
レットを作
成し、さら
なる認知度
向上を図り
ました。

ここが進化

ここが進化

ここが進化



大
洲
の
え
え
モ
ン

さ
ら
な
る
開
拓
を
目
指
し
て

7 広報おおず 2020年 5月号

おおずニュース

養老酒造 株式会社株式会社　サンフーズ有限会社 ヒロファミリーフーズ

　「和
わ

醸
じょう

良
りょう

酒
しゅ

」を旨とする大洲市
唯一の造り酒屋。芳醇な麹

こうじ

の香り
を楽しめる「◎清酒純米にごり
風の里」は、 1年前に仕込んだ
ものと、微炭酸が感じられる現在
仕込み中のもの 2種類の試飲を行
い、時の経過とともに甘味の増す
味わいを多くのバイヤーにPRし
ました。

　レトルトカレーをはじめ、さま
ざまな商品を製造・販売する会社。
いもたきをカレーにした「◎いも
たきカレー」は、令和元年度の大
洲ええモンセレクション新規認定
商品で、新しいレトルトカレーと
して多くのバイヤーの目にとまり
ました。

　人気店ビストロサンマルシェの
シェフが手掛ける加工食品。有機
無農薬で育てられた大洲産のニン
ジンを、さらりとしたデザートソ
ースに仕上げた「◎6.5キャロッ
トの涙」は、爽やかな色合いと想
像を超えるおいしさに、今回も多
くのバイヤーに好評でした。

　「◎清酒純米
にごり 風の里」
の爽やかな飲み口が伝わるラベ
ル・瓶のデザインに一新したほ
か、業務用に対
応するため4斗

と

樽
だる

（約72L）のデ
ザイン作成にも
取り組みました。

　デザートソー
スの新シリーズ
として「梨とキウイのジャム
ソース」が、令和元年度新た
に登場しました。大洲市の発
展を願い、地元産
食材を積極的に使
用した加工食品が
次々と生まれてい
ます。

　いもたきに
欠かせない大
洲産のサトイモ・こんにゃく・
油揚げなどがごろっと入った、
化学調味料不使用・グルテン
フリーの商品。
いりこや宗

そう

田
だ

節
ぶし

を使用し、出
だ

汁
し

にもこだわり抜
きました。

ここが進化
ここが進化 ここが進化

　

平
成
24
年
度
に
始
ま
っ
た
「
大
洲
え

え
モ
ン
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」認
定
制
度
は
、

今
年
で
９
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
令
和

元
年
度
は
、新
た
に
「
工
芸
品
」
や
「
非

食
用
の
農
林
水
産
物
」
も
審
査
対
象
に

加
わ
り
、
現
在
24
事
業
者
56
品
目
が
認

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
洲
市
で
は
、
令
和
元
年
度
に
、
食

品
を
安
全
に
製
造
す
る
管
理
手
段
で
あ

る
「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
（
ハ
サ
ッ
プ
）」
に

関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
や
、
首
都
圏
な
ど
の

バ
イ
ヤ
ー
７
社
を
大
洲
市
に
招
へ
い
し

た
商
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
年
間

を
通
し
て
、
自
社
商
品
に
対
す
る
こ
だ

わ
り
を
消
費
者
や
バ
イ
ヤ
ー
に
Ｐ
Ｒ
す

る
と
と
も
に
、
専
門
家
な
ど
か
ら
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
、
改
良
を
続
け
る
こ
と

で
商
品
力
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
て
き
ま
し

た
。

　

今
後
も
大
洲
市
は
、「
大
洲
の
え
え

モ
ン
」
の
魅
力
と
、
商
品
に
込
め
ら
れ

た
熱
い
思
い
を
１
人
で
も
多
く
の
人
に

お
伝
え
で
き
る
よ
う
、
事
業
者
と
と
も

に
誇
り
を
持
っ
て
商
品
を
売
り
込
み
、

さ
ら
な
る
大
洲
市
の
発
展
に
つ
な
が
る

よ
う
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
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令和２年度　大洲市職員人事異動
市職員227人が 4 月 1 日付で異動

新規採用（21人）

人事異動の基本方針
　今年度は、昨年度に引き続き平成30年 7月豪雨災
害からの早期復興に向けた事業を着実に推進すると
ともに、防災・減災対策や経済・産業の再生などの
重点課題に的確に対処していかなければなりません。
　また、だれもが元気で住みよい、魅力あるまち
づくりの実現に向けて、第 2次大洲市総合計画に
基づく各種施策および事業を積極的に推進するこ
とが重要となります。
　そのためには、各職員が自らの職責を果たすとと
もに、風通しの良い職場環境づくりを進めることで、
組織力のさらなる向上を目指す必要があります。
　今回の人事異動は、限られた人員による効率的・
効果的な業務遂行を基本に、各職場の業務量や業
務内容に応じた人員を配置するほか、長期勤務（お
おむね 4年以上）となる職員を可能な限り異動を
行うとともに、職員の適性や能力が生かされるよ
う適材適所の人事配置に努めました。

主要な事務事業推進のための人事配置と職員派遣
▽ 市民の健康寿命延伸に向けた取り組みを全庁横
断的に企画・推進するため、企画情報課に「健
康寿命推進係」を新設します。

▽ 肱川・河辺地区の防災行政無線デジタル化を一
層、推進するため、新たに土木技術職（職員
OB） 1人を配置します。

▽ 令和 4年に愛媛県内で開催される第35回全国健
康福祉祭（ねんりんピック）の準備を進めるた
め、高齢福祉課に「ねんりんピック推進担当」
を配置します。

▽ 高齢者人口の増加に対応して要介護認定に係る
業務量が増加しているため、高齢福祉課介護保

険業務係を 1人増員し、人員体制の強化を図り
ます。

▽ 子育て支援施策の推進体制を見直し、子育て支
援課で所掌していた放課後児童健全育成事業を
教育委員会が補助執行し、必要な施策が迅速に
対応できるよう生涯学習課に「青少年育成係」
を新設して担当します。

▽ 肱北保育所と喜多幼稚園を統合した大洲市初の
保育所型認定こども園「東大洲こども園」を開
設し、幼稚園教諭 4人を保育士として配置換え
し子育て支援の充実を図ります。

▽ 森林環境譲与税を活用した森林・林業施策のさ
らなる展開に向けた体制を整備するため、農林
水産課に新たに地域林政アドバイザー（有識者）
を配置します。

▽ 大洲喜多特別養護老人ホーム事務組合の体制強
化および効率化に向けて、新たに部長級職員を
派遣するなど、引き続き一部事務組合への派遣
を継続します。

▽ 愛媛県との相互人事交流を継続し、商工産業課
に県職員 1人を受け入れ、県医療保険課へ職員
1人を派遣します。

▽ 令和 3年度開催予定のいやしの南予・復興イベ
ント（仮称）開催準備事務に従事するため、新
たに愛媛県南予地方局に職員 1人を派遣します。

▽ 広域行政の推進による事務の効率化とサービス
水準の向上を図るため、愛媛県後期高齢者医療
広域連合に職員を派遣します。

異動総数
▽異動総数　　　227人　（昨年度　237人）
▽異動率　　　　32.4%　（昨年度　33.6%）

おおずニュース

小
西　

梨り

央お

（
市
立
大
洲
病
院
）

林　
　

智ち

絵え

（
市
立
大
洲
病
院
）

松
田　

千ち

春は
る

（
市
立
大
洲
病
院
）

濱
田　

由ゆ

美み

（
市
立
大
洲
病
院
）

加か

洲し
ゅ
う　

星せ
い

太た

（
市
立
大
洲
病
院
）

二
宮　

文ふ
み

香か

（
市
立
大
洲
病
院
）

佃つ
く
だ　

美み

智ち

子こ

（
市
立
大
洲
病
院
）

小
川　

岳た
け

大ひ
ろ

（
市
立
大
洲
病
院
）

長
沼　

幸ゆ
き

奈な

（
菅
田
保
育
所
）

三
瀬　

彩さ
や

夏か

（
徳
森
保
育
所
）

栗
田　

紗さ

輝き

（
喜
多
保
育
所
）

冨
永　

郁ふ
み

弥や

（
治
水
課
）

谷
本　

真し
ん

梧ご

（
建
設
課
）

矢
野　

詩し

歩ほ

（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

小
清
水
文あ

や

那な

（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

宮
田　

真ま

衣い

（
高
齢
福
祉
課
）

蔦つ
た

井い　

桃も
も

香か

（
高
齢
福
祉
課
）

久
保　

智と
も

哉や

（
社
会
福
祉
課
）

大
下　
　

愛あ
い

（
市
民
生
活
課
）

中
野　

友ゆ
う

貴き

（
企
画
情
報
課
）

浅
井　

祐ゆ
う

輔す
け

（
税
務
課
）
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おおずニュース
　

任
期
満
了
（
２
年
）
に
伴
う
大
洲
市

消
防
団
の
役
員
改
選
が
４
月
１
日
㈬
に

行
わ
れ
、
正
副
団
長
を
は
じ
め
、
各
分

団
の
役
員
が
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し

た
。（
敬
称
略
）

団
本
部　
　
　

団
長　
　

矢
野　

正ま
さ

祥か
ず

団
本
部　
　
　

副
団
長　

岩
田　

清き
よ

一い
ち

団
本
部　
　
　

副
団
長　

福
岡　
　

昇の
ぼ
る

団
本
部　
　
　

副
団
長　

松
田　

裕ひ
ろ

之ゆ
き

団
本
部　
　
　

副
団
長　

岡
崎　

浩ひ
ろ

幸ゆ
き

団
本
部　
　
　

副
団
長　

万ま
ん

願が
ん

寺じ

直な
お

記き

肱
南
分
団　
　

分
団
長　

久
保　

伸し
ん

介す
け

肱
南
分
団　

副
分
団
長　

髙た
か

屋や

敷し
き

鉄て
つ

夫お

肱
北
分
団　
　

分
団
長　

谷
本　

直な
お

俊と
し

肱
北
分
団　

副
分
団
長　

岡　
　

達た
つ

也や

平
野
分
団　
　

分
団
長　

松
本　

喜き

吉よ
し

平
野
分
団　

副
分
団
長　

菊
池　

英ひ
で

巳み

南
久
米
分
団　

分
団
長　

三
好　

健け
ん

二じ

南
久
米
分
団
副
分
団
長　

二
宮　

龍た
つ

男お

菅
田
分
団　
　

分
団
長　

西
岡　

裕ひ
ろ

一か
ず

菅
田
分
団　

副
分
団
長　

東ひ
が
し

谷だ
に　

和か
ず

典の
り

大
川
分
団　
　

分
団
長　

松
岡　

慶よ
し

幸ゆ
き

大
川
分
団　

副
分
団
長　

冨
永　

茂し
げ

幸ゆ
き

柳
沢
分
団　
　

分
団
長　

西
岡　

健け
ん

二じ

柳
沢
分
団　

副
分
団
長　

小
西　

直な
お

徳の
り

新
谷
分
団　
　

分
団
長　

作さ
く

森も
り　

謙け
ん

二じ

新
谷
分
団　

副
分
団
長　

柳
本　

康や
す

夫お

三
善
分
団　
　

分
団
長　

松
本　

寿ひ
さ

志し

地
域
の
安
全
を
目
指
し
て

三
善
分
団　

副
分
団
長　

片
岡　

由ゆ
き

裕ひ
ろ

粟
津
分
団　
　

分
団
長　

都
築　

孝た
か

壽と
し

粟
津
分
団　

副
分
団
長　

大
塚　

嘉よ
し

宏ひ
ろ

上
須
戒
分
団　

分
団
長　

政ま
ん

所ど
こ
ろ　

俊し
ゅ
ん

司じ

上
須
戒
分
団
副
分
団
長　

白
石　

裕ゆ
う

治じ

長
浜
分
団　
　

分
団
長　

大
塚　

和か
ず

利と
し

長
浜
分
団　

副
分
団
長　

上
田　

和か
ず

彦ひ
こ

喜
多
灘
分
団　

分
団
長　

松
下　
　

努つ
と
む

喜
多
灘
分
団
副
分
団
長　

山
根　

久ひ
さ

雄お

櫛
生
分
団　
　

分
団
長　

水
口　

春は
る

樹き

櫛
生
分
団　

副
分
団
長　

城
戸　
　

清き
よ
し

出
海
分
団　
　

分
団
長　

畑
中　

智と
も

一か
ず

出
海
分
団　

副
分
団
長　

塚
井　

孝た
か

則の
り

大
和
分
団　
　

分
団
長　

木
下　

健け
ん

次じ

大
和
分
団　

副
分
団
長　

宮
岡　

和か
ず

彦ひ
こ

白
滝
分
団　
　

分
団
長　

後
藤　

忠た
だ

信の
ぶ

白
滝
分
団　

副
分
団
長　

大
野　

英ひ
で

一か
ず

中
央
分
団　
　

分
団
長　

金
野　

昭し
ょ
う

一い
ち

中
央
分
団　

副
分
団
長　

松
下　
　

明あ
き
ら

正
山
分
団　
　

分
団
長　

上
甲　

秀ひ
で

樹き

正
山
分
団　

副
分
団
長　

安
川　

知と
も

則の
り

大
谷
分
団　
　

分
団
長　

西
山　

秀ひ
で

幸ゆ
き

大
谷
分
団　

副
分
団
長　

上
仲　

伸し
ん

二じ

予
子
林
分
団　

分
団
長　

松
田　
　

勉つ
と
む

予
子
林
分
団
副
分
団
長　

淺あ
さ

野の　

誠せ
い

司じ

河
辺
分
団　
　

分
団
長　

五
頭　

祥し
ょ
う

介す
け

河
辺
分
団　

副
分
団
長　

二
宮　

勝か
つ

美み

女
性
分
団　
　

分
団
長　

國
井　

幸さ
ち

恵え

女
性
分
団　

副
分
団
長　

大
藤
ユ
リ
子こ

高齢者叙勲

清　水　宗
むね

　博
ひろ

 さん
（若　宮）

元公立小学校長

　清水さんは、長年にわたり教育業務
にご尽力されたご功績により、このた
び「瑞宝双光章」を受章されました。

瑞
宝
双
光
章

災害に強いまちづくりに向けて
　三善自治会による「災害・避難カード作成と自
助を促す共助の取り組み」が評価され、「第24回防
災まちづくり大賞（総務大臣賞）」を受賞しました。
「防災まちづくり大賞」は、地域に根差した団体や
組織による優れた防災に関する取り組みなどを表
彰しています。
　三善自治会長の窪田亀

かめ

一
いち

さんは、「市と共に事業
に取り組む中で受賞することができた。今後も、
地域に応じた防災を目指し、情報を集めるなど取
り組みを進めたい」と抱負を話しました。
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第
19
回
「
版
画
絵
は
が
き
コ
ン
テ
ス
ト
」
作
品
展

おおずニュース

【中学生以下の部大賞④】「赤レンガ館」

【一般の部優秀賞③】「首里城復興を願って」

【中学生以下の部優秀賞⑥】「大洲城」

【中学生以下の部優秀賞⑤】「おはなはん通り」

【一般の部大賞①】「冬
ふゆがまえ

構」【一般の部優秀賞②】
「鍋ヶ滝（裏見の滝）」

　

肱
川
風
の
博
物
館
・
歌
麿
館
で
募
集
し
て
い
た
第
19
回
「
版
画
絵
は
が
き
コ
ン
テ
ス
ト
」

に
つ
い
て
、
審
査
会
が
行
わ
れ
入
賞
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。
応
募
の
あ
っ
た
全
６
９
４
点

の
作
品
は
、
６
月
22
日
㈪
ま
で
風
の
博
物
館
に
展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
作
者

の
思
い
が
詰
ま
っ
た
作
品
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

入
賞
し
た
み
な
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

 

一
般
の
部　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

▽
大　

賞 
①
田
中　

啓ひ
ろ

光み
つ

▽
優
秀
賞 
②
川
野　

和か
ず

男お

▽
優
秀
賞 

③
牛
田　

克か
つ

彦ひ
こ

▽
大
洲
市
長
賞 

黒
川　

英え
い

一い
ち

▽
大
洲
市
教
育
長
賞 

高た
か

比ひ

良ら　

宏ひ
ろ
し

▽
風
の
博
物
館
長
賞 

前
田　
　

彰あ
き
ら

▽
大
洲
郵
便
局
長
賞 

上か
ん

林ば
や
し　

眞ま

琴こ
と

▽
肱
川
郵
便
局
長
賞 

辻
村　

和か
ず

美み

▽
予
子
林
郵
便
局
長
賞 

大
門　

孝こ
う

藏ぞ
う

▽
竹
中
木
版
竹
笹
賞 

堀
田　

紗さ

来ら

▽
山
田
き
よ
賞 

渡
辺　

敏と
し

彦ひ
こ

▽
入　

賞　
　
　
　
　
　

10
人

 

中
学
生
以
下
の
部　
　
　
　
　
　
　

     

▽
大　

賞 

④
阿
部　

凌り
ょ
う

河が

▽
優
秀
賞 

⑤
和
氣
帆ほ

乃の

加か

▽
優
秀
賞 

⑥
岡
﨑　

凪な
ぎ

沙さ

▽
大
洲
市
長
賞 

乕と
ら

野の　

咲さ
く

良ら

▽
大
洲
市
教
育
長
賞 

橋
本　

心こ
こ

菜な

▽
風
の
博
物
館
長
賞 

清
家　
　

桃も
も

▽
大
洲
郵
便
局
長
賞 

梅
木　

創そ
う

哉や

▽
肱
川
郵
便
局
長
賞 

岩
田　

伊い

織お
り

▽
予
子
林
郵
便
局
長
賞 

城
ノ
戸
康や
す

壽と
し

▽
竹
中
木
版
竹
笹
賞 

宮
﨑　

耕こ
う

太た

▽
山
田
き
よ
賞 

都
築　

和か
ず

真ま

▽
入　

賞　
　
　
　
　
　

10
人
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シリーズ

文化財
小野地蔵尊座像　１躯

く

市指定有形文化財（彫刻）
小野地区所有

　白滝の小野集会所に安置
されているこの木像は、像高
125㎝の等身大で、平安時代
後期以降にみられる左足を垂下して座った容姿をと
っています。
　元々、江戸時代初期（17世紀）に作られたとされ、
昭和7（1932）年に発見された油紙から、延享元（1744）
年に修復されたものといわれてきました。しかし、近
年の再調査から、延

えん

享
きょう

元年は修復された年ではなく、
造像された年の可能性が高まり、江戸時代中期（18
世紀）の制作であることが分かってきました。
　江戸時代に造像された本像は、きわめて正統的で、
丁寧な作風を表した仏像といえます。
 （平成 2年 9月13日指定）

野　鳥
マダラチュウヒ（班沢鵟）
タカ目　タカ科
全長 45㎝　翼開長 115㎝

　東南アジアで越冬して中国大陸北東部で繁殖
するカラスより一回り小さいタカの仲間です。数
年に一度くらいですが、春と秋の渡りに農地や
アシ原で観察され話題になります。主にネズミ
や小鳥などの小動物を、低空で飛行しながら急
旋回して捕らえます。一番の特徴は背中にイカ
リ模様があることですが、飛行中の背中を見る
ことは、写真撮影でもしない限り困難です。
　野鳥は、 1億5,000万年の長い間いつもヘルシ
ーな生活をして病気にも負けず、現代まで命を
つないできました。先の見えない感染症と向き
合っている我々も、必ず打開策を見つけて乗り
越えていけると信じています。そして今一度平
和な暮らしがいかにありがたいか、感じてほし
いと思います。

ＮＰＯ法人かわうそ復活プロジェクト㋟

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り

影
響
を
受
け
る
市
内
事
業
者
の
み
な
さ
ん
へ

 

支
援
策
に
つ
い
て
最
寄
り
の
窓
口
で

相
談
で
き
ま
す
。
お
困
り
事
が
あ
る
事

業
者
の
み
な
さ
ん
は
、
お
早
め
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

 

資
金
繰
り
に
お
困
り
の
場
合　
　
　

    

▽ 

融
資
、
資
金
繰
り
支
援
制
度
に
つ
い

て
相
談
し
た
い
人
は
、
市
内
金
融
機

関
ま
た
は
次
の
窓
口
へ

・
商
工
産
業
課 

☎
㉔
１
７
２
２

・
大
洲
商
工
会
議
所 

☎
㉔
４
１
１
１

・
長
浜
町
商
工
会 

☎
�
０
３
１
２

・
川
上
商
工
会 

☎
34
２
５
３
１

・
愛
媛
県
信
用
保
証
協
会

　

☎
０
８
９
４
（
２
２
）
２
０
０
３

▽ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
特
別

貸
付（
実
質
無
利
子
・
無
担
保
貸
付
）、

特
別
利
子
補
給
制
度
な
ど
、
日
本
政

策
金
融
公
庫
の
融
資
制
度
を
活
用
し

た
い
場
合

・
日
本
政
策
金
融
公
庫
松
山
支
店

　

国
民
生
活
事
業

　

☎
０
８
９
（
９
４
１
）
６
１
４
８

　

中
小
企
業
事
業

　

☎
０
８
９
（
９
４
３
）
１
２
３
１

解
雇
・
休
業
・
雇
用
調
整
助
成
金
な

ど
の
労
働
に
関
し
て
お
困
り
の
場
合

　

愛
媛
労
働
局
の
「
特
別
労
働
相
談
窓

口
」
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽ 

愛
媛
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室
内

特
別
労
働
相
談
窓
口

☎
０
８
９
（
９
３
５
）
５
２
０
８

【
雇
用
調
整
助
成
金
に
つ
い
て
】

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
洲 

☎
㉔
３
１
９
１

【�

小
学
校
な
ど
の
臨
時
休
業
に
伴
う
保

護
者
の
休
暇
取
得
支
援
に
つ
い
て
】

学
校
等
休
業
助
成
金
・
支
援
金
等
相
談

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０
（
６
０
）
３
９
９
９

事
業
所
内
の
感
染
疑
い
・
予
防
法
な

ど
を
聞
き
た
い
場
合

　

事
業
所
内
に
感
染
が
疑
わ
れ
る
人
が

い
る
場
合
、
帰
国
者
・
接
触
者
相
談
セ

ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
医
療
機

関
へ
の
受
診
調
整
を
行
い
ま
す
。

帰
国
者
・
接
触
者
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
９
（
９
０
９
）
３
４
８
３

　

予
防
法
な
ど
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
関
す
る
一
般
的
な
ご
質
問
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
一
般
相
談
窓
口
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
一
般
相
談
窓
口

☎
０
８
９
（
９
０
９
）
３
４
６
８


